
京都府立医科大学医学部看護学科カリキュラムポリシー 

（教育課程の編成・実施方針） 

 

 医学部看護学科では、基礎・教養科目、専門基礎科目、専門科目を配置し、それぞれの

講義・演習・実習を通じて、生命及び人間の尊厳を基盤に豊かな人間性と創造性を培い、

看護専門職として総合的な能力を有し社会に貢献できる人材を育成するために、カリキュ

ラムを次の方針にしたがって策定する。  

 

１ 生命及び人間の尊厳の理解に基づく高い倫理観の形成、人間性及び環境への深い洞察

力の育成  
 

 看護の対象である人や人をとりまく社会環境についての多面的な理解を促進し、幅広

い視野に立脚した医療人としての豊かな人間性を育成する観点から、基礎・教養科目と

して、生命倫理や人権論、心の科学をはじめ、法律と社会、医療社会史などの科目を設

置するとともに、３大学連携による教養教育共同化科目を配置し、選択科目数の拡大と

多様な価値観を持つ学生間交流の促進を図る。  

 また、演習や実習を通じて看護専門職として必要な倫理観や気づきの力を段階的かつ

継続的に養成するために、１年次から看護基礎理論や看護人間論、基礎看護学実習とい

った専門科目を配置する。  

 

２ 看護の専門職として必要な知識・技術・態度とあらゆる看護の場において主体的に看

護が実践できる能力の育成  
 

  人体の構造や生命維持の仕組み、各疾病とその病態および治療や看護の方法など、健

康・疾病・障害に関する基礎を修得するため、専門基礎科目において、人体構造機能論、

生化学、栄養学、薬理学、病理学、感染免疫学、病態疾病論、成長発達論、生殖健康論、

臨床遺伝学、人間看護工学の各科目を、また、保健・福祉に対する理解の増進に向けて、

疫学、公衆衛生学、医療情報学などの科目を配置する。 

加えて専門科目では、あらゆる場面で主体的な看護を実施し得る専門知識を養成する

ために、『看護学の基本』、『看護学の展開（理論と実践）』、『看護学の統合と発展』の各

科目群を段階的に配置の上、実践的な講義や演習、実習を通じて、看護専門職として必

要な高い知識と技術や患者との適切な対応等を体得させることとし、『看護学の基本』

において実践に向けた基礎の修得を図るとともに、『看護学の展開』では、成人看護学、

小児看護学、母性看護学、老年看護学、精神看護学、在宅看護論の科目ごとに、様々な

局面に応じた看護実習を行う。また、『看護学の統合と発展』には、既習である『看護

の基本』および『看護学の展開』を統合した実践的な知識・技術を修得し得る各科目に

加え、チーム医療や継続看護における看護の役割を理解するための統合実習を配置する。 



３ 科学的思考に基づいた判断力、問題解決能力の育成  
 

看護の実践局面において不可欠な科学的思考に基づく判断力や問題解決能力について、

基礎・教養科目から専門基礎科目、専門科目へと学生参加型教育の段階的履修を通じ当

該能力を高めていく観点から、看護現場における基礎的な問題解決スキルの修得に向け、

『看護学の基本』科目群にヘルスアセスメント及び看護方法論を設置するとともに、『看

護学の展開』に体系化した各科目での看護過程展開に係る事例研究や実習を反復して実

施する。  

また、医療、看護の質の向上に対し常に課題意識を持ち、この課題を科学的思考に基

づき客観的に解決を図ろうとする「研究マインド」の醸成に向け、研究方法論の科目を

設置する。  

 

４ 地域医療やライフステージなど様々な看護ニーズに応えることのできる、保健・医療・

福祉との連携・調整を図る能力の育成  
 

  多様化する医療ニーズへの対応やライフステージの変化に寄り添った看護のあり方に

ついて理解を促進するため、基礎・教養科目における環境論や生活と経済をはじめとし

て、専門基礎科目では、社会福祉学、看護と法律、医療と経営、発達心理学、家族社会

学など、また専門科目として、在宅看護論、地域看護学概論、小児看護学概論、成人看

護学概論、老年看護学概論などを設ける。  

また、保健・医療・福祉との連携・調整手法を涵養するために、これらの履修で得た

知識に加え、在宅看護実習や『看護学の統合と発展』各科目において実習を行う。  

 

５ 国際理解とコミュニケーション能力を基にして、グローバルな視野で健康問題を理解

し、看護活動ができる能力の育成  
 

 国際理解とコミュニケーション能力の醸成に向け、多様な文化を語学から理解するた

めに、基礎・教養科目に英語、中国語、ドイツ語、フランス語、英会話及び国際情勢の

理解といった教科を設ける。また、専門科目の『看護の統合と発展』に、国際看護・国

際保健や国際看護英語の教科を設置する。 

 

６ 社会の変化に対応して看護を発展させ、自ら課題を探求し、研究していくことができ  

る基礎的能力の育成  
 

 『看護の統合と発展』では、既習の幅広い基礎・教養科目と専門基礎科目、専門科目

の接続を重視し、専門職業人としての倫理観を持ち、自らの課題を探求し学び続けるた

めの基礎能力と、看護学を発展するための研究能力を育成するために、研究方法論、看

護マネジメント論、看護教育論、看護倫理、看護の統合と実践（演習）、看護の統合と実

践（実習）、災害看護論などの科目を設置する。 



７ 成績評価にあたっては、公正さと透明性を確保するため、各科目に掲げられた教育目

標に向けた到達度をめやすとして採点し、評価の客観性を担保するため、複次的・複層

的な積み上げによる成績評価を行う。  

 

 

 


